
令和 5年度 第 2回 副業セミナー 開催レポート 

 

○日時 令和 5年 7月 21日（金） 13:30～15:00  

○会場 LivingAnywhere Commons会津磐梯 コワーキングスペース 

オンライン（Zoom） 

○参加者 25名（会場 2名、オンライン 23名） 

○ゲスト 

 ・県内事業者：株式会社ＳＫＹ 渡部 進 様 

 ・副業人材：フリーランスデザイナー 小島 孝二 様 

○内容 

LivingAnywhere Commons会津磐梯 コワーキングスペースにて、「県内事業者向け令和 5

年度第 2回 副業セミナー」を開催しました。 

外部人材を活用したいが正規採用するにはコストがかかる、専門スキルを持つ人材を起用

したいが適切な人材からの応募がないなど、悩みを抱える経営者が副業人材をどのように 

活用できるかを学ぶ内容として実施しました。 

 

はじめに、主催者である福島県からあいさつをさせていただき、その後事務局から福島県

副業人材マッチングサイトの説明を行い、昨今の県内での採用・雇用環境や副業人材の動き、

令和 2年度からのプロジェクト実績についてご紹介させていただきました。 

 

次に、福島県副業人材マッチングサイト利用体験談として、磐梯町の株式会社ＳＫＹで 

代表取締役を務める渡部進さんにお話を伺いました。 

ＳＫＹは、磐梯町でドローン事業、情報セキュリティ事業、コンサルティング事業など 

３つの事業を中心に行っています。ＳＫＹでは、ウェブサイトのリニューアルを検討してお

り、サポートしていただける方を募集し採用したいと考えていました。 

そこで、福島県のマッチングサイトにて募集を行ったところ、実際に複数名から応募があり、

面談の中で、他の面談者と違う目線でお話され、良い関係構築が望めそうだと感じることの

できた方と契約しました。その方が、現在は兵庫県でフリーデザイナーとして多数の実績を

お持ちの小島孝二さんでした。 

小島さんは、普段制作会社からの依頼が多く、直接エンドクライアントとのやり取りがな

いため、直接つながりを持ちたいと考え、副業プロジェクトに興味を持ち応募されたという

ことです。 

実際の業務としては、小島さんはウェブサイトを改修するにあたり、従来のサイトを徹底

的に分析するとともに、事業全体の棚卸を行い、ユーザーの使いやすさを重視した改善案を

提案したことで、誰もが見やすく魅力的なデザインとなりました。 

また、この案件が終了してからも、渡部さんがホームページについて小島さんへ相談する

など、良好な関係を継続できたことをお伺いすることができました。 



 
 

 
 

最後に、オンライン講話として、合同会社うさぎ企画代表取締役森田創さんから「多彩な

働き方を受け入れることが課題解決のチャンスに！複業人材活用の魅力とは？」～経験・ス

キルを活かしたい複業者との良好な関係性を実現するために～」をテーマにお話いただきま

した。 

森田さんは、合同会社うさぎ企画の代表として活動する傍ら、中小企業 4社の外部役員・

顧問を務めるほか、複業人材×中小企業マッチングによる地域活性化、ワーケーション施設



等の交流拠点の運営、MaaS のコンサルティングを静岡県内外で行うなど、柔軟で自由な働

き方の支援に取組んでいる方です。今回は副業者を受け入れる事業者向けに、森田さんがお

住まいの静岡県の事例を用いながら、複業人材活用の魅力や活用方法などについてお話いた

だきました。 

講話では、事業者にとって特に関心がある、複業人材活用の利点として３つのポイントを

ご紹介いただきました。 

① 各社の経営課題に合わせた幅広い領域で活用できる 

② 必要な時だけ、必要なノウハウを活用できる 

③ OJT不要の即戦力人材 

事業者が副業人材を活用する利点について、中小企業が持つ課題に、ピンポイントでスピ

ード感を持って対応できること、また、正社員として登用せずとも、会社の利益に直結する

人材を確保できる点であることをお話いただきました。 

また、実際に副業人材を活用するにあたり、自社の持つ課題を多角的に分析し、求める人

材像を明確化することができることも、会社経営をする上で重要であるとのお話をいただき

ました。 

 

終了後の参加者アンケートでは、 

「大変楽しく拝見させていただきました。また参考になるお話も聞くことができて良かった
です。」 
「具体的な話がきけてイメージがつきました。事業展開が色々考えられたので、取り組んで
いきます。」 
などの感想をいただきました。 

 セミナーにご参加いただいた皆さんは、マッチングサイト利用者の体験談に熱心に耳を傾



けており、副業に対する関心の高さがうかがえました。              

以上 


